
Keyword

ブラックホールX 線連星で観測されるハード状態―ソフト状
態遷移中の降着流の構造を調べる目的で、非等方熱伝導を
考慮した２次元磁気流体数値実験を実施している。適当な密
度の初期ガストーラスから高温降着流へと時間進化させた後、
輻射冷却を含めた計算をする。十分時間が経過すると、計算
領域内の降着流は準定常状態に落ち着く。熱伝導を考慮する

場合、高温ハローと赤道面に形成される低温降着円盤の間
に、中間領域が形成される。
この熱伝導の計算は、BiCGstab法を採用し、陰的に行って
いる。力学的な時間尺度よりも、熱伝導の時間尺度が短い状
況において、時間分割法を用いて、クーラン条件の時間刻み
で計算できる。

Ｘ線連星のスペクトル状態遷移に関する
熱伝導を考慮した２次元数値実験

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

・銀河中の大局的磁場の時間発展に関する磁気中台数値実験
・銀河中心核からのジェットと星間ガスとの相互作用に関する数値実験

その他の研究テーマ

非等方熱伝導計算 ●磁力線に沿った熱伝導を計算。
●低密度・高温のプラズマにおいて、陰的に計算。

Point

降着円盤、熱伝導、磁気流体

作成したBiCGstab法サブルー
チンにより、陰的に熱伝導を計
算できる。

●熱伝導の時間尺度が、力学
的時間尺度よりも圧倒的に
短い状況の計算したい。

●Ｘ線観測から必要とされている
１００億度のプラズマを説明し
たい。

降着円盤の数値実験により、Ｘ
線を説明できるプラズマ雲を形
成できる。
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概念図
高温コロナから高密度・低温の降着円盤に熱が輸送され、低温
円盤の周りに中間領域が形成される。

数値実験
熱伝導を考慮すると、赤道面に形成される高密度・低温
の降着円盤から、活発な蒸発がおきる。観測されている
Ｘ線を説明できるプラズマの雲である中間領域が、高温
コロナと低温円盤の間に形成される。

熱伝導率の分布：低温円盤と高温コ
ロナとの境で熱伝導が優勢となる

体積と質量：プラズマ雲（緑線）が
形成され、長時間維持される

密度分布
左　熱伝導有、右熱伝導無

温度分布
左　熱伝導有、右熱伝導無

Keyword

人工知能は日本政府の目玉政策でもある「生産性革命」
の推進力の１つとして脚光を浴びています。本研究は、人工知
能（ディープラーニングなど）を手のひらサイズのマイコンボード
等で実行し、複数のセンサ情報から生産ラインの異常検出、
故障予知などをリアルタイムで行う小型AI評価装置の開発を最
終目標としています。現在、異常検出の１手法として、メカの駆

動データを周波数解析し、周波数解析した結果を画像データ
としてAI診断することで、リアルタイムで異常検出する方法を開
発しています。今後は、本開発手法の実用化に向けた小型マ
イコンボード等へ実装および医療/農業/食品/教育関係への
応用展開が期待されます。

人工知能を利用した
生産性向上に関する研究開発

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

・脳機能の再生を目指したリハビリ装置の開発
・人工知能のアプリケーションに関する研究開発
・モーションコントロールに関する研究

その他の研究テーマ

人工知能活用技術 ●機械装置の異常検出をリアルタイムで実施することが可能です。
●人間の代わりに知的判断することで労働力不足の解消に繋がります。

Point

スマートファクトリー、異常診断（機械学習）、モーション制御

・人工知能で異常検出をリアル
タイムで実現可能です。
・実データ解析し、故障予知を
ユーザと共同開発します。

●不良品を自動検出したい
●機械の故障を予知して壊れる
前に部品交換したい

・人工知能とモーション制御技
術で、仕上がり予測→モデル
学習→モーション制御調整な
ど、総合的に対応します。

●製品（食品）の仕上がり （厚
さ、重さなど）を均一化したい
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